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3. 5 施工上の留意点の整理 
項目 施工上の留意点 

仮設計画 工事用進入路の検討について 
・農水省ルート案（２案、３案）の進入ルート、退出ルート、一方通行案

等を河川管理者（国交省）に対して説明し、１本化、またはルール化の検

討を協議してはどうか（地元に対しても、統一ルールを提示する必要があ

る）。 

 

・ルート１案とルート４案を合わせた案（県道から侵入し、途中から４案

に切り替わる案）は、県道から現地までの最短ルートとしては、事故防止

等の観点からも最適ではないか。 

 

仮設計画 

 

杭打ちにリスクについて 
・厳しい条件の中で施工方法を模索することの難しさは理解する。過年度

に暫定堤防を構築した際の施工経験を含め、施工方法を検討してみてはど

うか。 

 

・プレボーリング工法を適用すれば良いのではないか。15㎝程度の礫径で

あれば、経験上対応できると考える。 

施工計画 施工ステップについて 
・説明資料 P42の施工ステップ図では、農水省の施工と国交省へ支出委任

する施工が混在しているが、同時並行で施工することは可能か。また、

同時期の工程表を確認すると、工事量が多いように思われるので、資機

材の搬入等を含め、国交省との工程調整が必要ではないか。 

仮設計画 その他 
・仮設配管の際、バタフライ弁や流量計等、制御装置の設置は必要ない

か。 

 
 




